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 池田湘における網主銃飼育試段(中間報告)

大口養魚場小山鉄雄

 .昭和42年度より本県の・池田湖、・饅池が国の地域,振興対策事業の指定を受ける

 こと.になつた影・そあ調査事琴の■環ξ・.レて・準平湖において網主賓飼育試験
 を実.施することにした。一饅池に埠いてはすで'に39年より山川町が切鯉養成を実

 施し・ているため、本試凌ては全国でも未開発の分野紅あるコイ種苗(新任一)の網
 主喪による師育について追究するととい千一あわせて7ナギ?飼育も試壌段璋二し・
 て試みたのでその中間成績についての概要一を.報一苦し享すデ
 なお本…弐験の遂行については地元指宿古に御協力を一・たfき、ことに同市職員

 前川一雄氏には期間,中飼育管理面で御協力いたじいたので謝意を表.します。

 I網主賓によるコイ種苗飼育について≡
 本県で最も不足に悩んでいる新任(中羽一)生産?解決策の・一つとし丁試験を

 行なった。

 1、飼育期間

 昭和41年7月1日～9月8日70日間

 2、供試,魚

 大口養魚場で5月7日産卵した青仔を用いた。

 3、言式産=ミプテ・法

 (1)生費縞の構造反形状

 第/図に示すとおりで、特に風波の影響を考慮し。て回転式とした。

 各区は水面積る.3材とし、網地はク1ノモナ1型もし網120径を使用した。

(2放養密度
 適正密度を調べるためA区一弓.C00尾、B区一2,000尾、C区一

 1,000尾とした。試犠区の設定は.1図のとおりで流向との関係からA区
 を最一後尾にした。

 ③給餌

 給餌は午前2回、午後2回の一計4回を原・別とした。

 期間中給餌は1iヨであった。

(4)餌料

 市販配合餌料単一で飼育し、成長に従って適当な餌のサイズ(粒状)を
 使用した。B区はフイードォイ〃を3～5%添加して効率を調べた。

 4、結果

(1)水温変化

 期間中の午前・午後の旬別平均水温は第2図に示した。
 水温観測は午前10時、午後3時に行なった、場所は絹生費内の水深50

 例。期間中の最高水温は32.7℃、また特徴としては夜間の水温低下が僅
 かで怠夜の較差は殆んど見られたい。
 水温の垂直分布はア月6日、8月3日、8月28日の3回についてに
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 第1図桐生策の形状及ぴ構造

平面図

側面図

第2図 旬別平均水温 第3図  水汚の垂直分布



 示した。

 (つ減耗状況

 飼育開始後40日間の減耗状況は第4図に示した。
 初期減耗の主原因である吻端擦過症による「=すれ」は魚群が囲網内に不慣れ
 のため起るものと考えられる。今回の結果からも初期10日以降に於いては、

 単純な「すれ」による死点は殆んど見られなかった。A区・B区に於いてはア
 月下句に姥死数が急増しているが、これは細菌性エラくされ及び.口くされ病が
 全区に出いめ・月2・日から・、・区はフヲゾ1ドン29/1児。、・区はロメ
 シンソーダ2タノ1切
 の割で与えたがA,

 B区'は益々病…容が強

 くなった㌧め7月27

 日ロメシンソーダ{こ

 切り替・えたところ8

 月2日}こは工E常■こな

 った。はじめ魚体重

 の増加に伴って「す

 れ」が再発したもの

 と考えたが擦過だけ

 による「すれ」では

 ないと半日断し式こ。糸吉

 果;工C区.のロメシン

 ソーク圭支与区は死角

 も病負もみられなく

 、なリ、AB区に.≡欠い

 ては薬剤の効果が表

 われず従ってロメシ

 ンソークを早期に使

 用すれば蛯死数も少

なくてすんだであろ

 う。

 その後の減耗も殆ん
 どがエラ病で、ロメ

 シンソーダの投薬昏こ

 より予防に努めた。

 A,1ヨ、C区の初期

 10日間の各飼育数

 に対する蛯死率は

 12.2第、13.0第、

 ア4男となっている。

第4図  飼育後40日i出の減耗



 表1句悶死負数I

      期間C区計百、分比・      ,7,1.～7.10≒牢・幸74.・ラ1-1尾66.2第      ア11γア20一1''1・6一・1.5
      ア..21～ア。31131.6112一一=2・0一ボ.・19=1二
      8,1-8,10ラ7アI0''34'IIろ.2.
      8.11～8,20・.2189'38I'一3.I4.
      821～8311ア15一ア・39一3川一.

      9,1～9.91415コ34'ろ.2

      計6003681081.07.210.0

 また初期のrすれ」は風波にはあまり関係カ…ないように考えられた。即ち移牧
 を行なった6月30日の夜から10日までは風波は強く一ことにア日.川g日.は暴

 風雨となり風速も10～2.0mとなったが姥死魚はほんの数尾で..亭.った。
 6)結果.表.1縮生費によるコイの飼育試験成I績。

     区分(A)(B)(C)
     一一一

     絹主賓水容積(mう4.64.64.6
     飼育期9.841,ア,1川9,8
     飼育日70     ■I一一一一一一一1…'。1当

     尾鵜3.0002.0001.000

     1.567851     喜一調二千㍉一ア8.485./
     τ

     C108」
     ■

     D・41     E死負数国600368盤箒三;、㌣、5板場重鋤万一丁■・い0.85     F2!.0

     F-E増重量(吻丁「〃5526.15

     _姓G増重比24.52ア0三1.8      L.

     放義時平均体重(9o.フ30.85D.85

     H取揚時平均体重(タ25.928.531.7

     H/G個体増量比132.フ53.53ア3
     Im=当り放養尾数健g09606503

     Jm笛り放兼尾数働6524-35217
     K〃当り販揚重量(位16.313.58,2

     Lm替り販揚重量(kg11.7976.1

     M給餌総銀980.65ア5.3μ・
     正」E/餌料効率(。64.1ア4.0699
     M/卜E餌料一係数1.561.351.43
     N餌料費6,465.24.6ア0.1.310r8.1

     N/卜E一増重1此り125.ゴ1097115.4
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(1)

(2

⑤

考察

 放撞密度について

 A,B,C匹夫々異なった密度て飼育し苧結果、非常1こ大きな差。異は認め
 られないが放推尾数が.少ないぼ一ど尾数歩留、一個体増重比ともに優れていると

 言える。

 これは中間結果であり最、終一結果を待たねば適正尾数については言えないが概

 ね3.3m2当り1,500～2,500尾位が適当ではなかろ『か。

 尾数歩留について

 減耗数の中で不明負数が多かったのは、放萱時の事・筒一によって各区の計数

 を1回しか行なわたかったための誤工;i二による不足と初期の小響魚の死点が友
 喰いされて数字に上って来なかったからだと考え'られる。
 死.籟、不明魚を.合せて歩留がア5～85秀であったことは決して悪い結果で

 はなく今後に大きな期待がもたれる旦

 飼育中の死.町の原因は、初期の「すれ」とその後のエラぐされで・ことにエ

 ラく.されは細菌性のもので本手菌σ〕コルムテリスではないかと判断される。こ
 れはロメシンソークによって予防に努めたがなかなか根絶することができず

 感染径路(原因)について考究すべきである弓。

 紀日について

 使用し走絹はクレ七ナもし絹1ハ120径を適し使用した。期間中細目の硅

 藻等1こ、だろ'つまりは少なく、フIラッシング.は1回も行なわなかった。水の効

 率的な交換を考えれば成長に応じて目合を大きくした方が成長のために良い

 であろう。

 毒;;知の附着が少なし・理出としては栄益塩類が非常に少ないこと!コイが常に

 これを食べていろためであとで述べるウナギの生硬はかなり緑諏類等の附着

 カ…。みられた口

 また今回の放養に当っては新しい網を開始直前に取りつけ使用したが、初期

 1ハ「すれ」防止の意味からは漠類〔附着状況をみて行なえぱある程度「すれ」
 を優5」」二できるのではなし・カ・とi考えらミ化る。

 以上がコイの利生笹による種苗養成の中間成績の慨昨一一書あるが・こf〔よrな予
 想外の成績があげられた理由として次のことが言えよr工、

 ⑦水温が高く(適温)かつ凪夜の較差が少なく安定している。
 ㊥貧栄養湖であるためプランクトン等による水質的な変動が非常に少ない。
 ◎栄善塩類が少ないため網目に附着する物質が少なく水・の交換が良い。
 ∈)湖面が大きいため微風によっても表面が波立ち水交換を良くしている。
 なお今後の問,題.{としては、企業的にどのようた施設が最も効率的であるかを

 更に検討して・現地の自然的及ぴ社会的条件を本分考慮して最適応十る振興策一を
 打出すべきで・はなかろうか。



 ]Iウナギの網主賛飼育について一

 ウナギの縄生費飼一音については、福岡県、静岡県等で海水で行なった報告が
 あるが淡水に於ける紀生費飼育が.どのような結果になるか今回はコイ種苗飼育
 .試験に附帯して飼育を試みて次のような結果を得た。

 1、種苗の移牧及び産地

 昭和41年7月14日316尾5.“9川内川産天然ヒ1リ
昭和41年7月17日201尾3.9切

 2、試.験方法

 (1)編生費の構造反形状
 D区としてA,B,C区に同1二

 餌ヵ]Iの構造は図1に示すどおワ金綱ヵコ.及び木箱を利用した。

第1図  解カゴI

(2)放養尾数

 516∫暮959

 (ヨ給餌

 午前、午後の2回

(4)餌料

 はし二め2日位餌付のだ1む配合餌料と鮮魚(サパ)4尾位.を用い、そlD後

 ウナ辛用配合餌料単一で飼育した回成長促進のためフィードオイルを後半

 、5第程度1文用した。

 5、、結果

 表1ウナギ編生費飼育成績



    区分D区備考.

    飼育期間41.7,14～9,9

    飼育日数(日).57日
    AI放揚屋数(尾)517

    B取揚屋数(尾)451

    γA尾数歩留(第)8ア2
    ■'■'一■一一

    C死負数(尾)2o

    D不明無数(尾)30三    E放義重量(切)95

    F取揚里皿(畑)1717

    G補正増重量(佃)1←■堕(C←D)干≡…    ツF増重比
    .■

    H箪体重(夕)I取擦芋平均体重(9)18.4    392」

    工/H纂芸弄讐正、→;→ 
   

コー

    η王餌料効率(第)16.8    J/坐係数5.96■
    6111、→1    料費(円)量重1初当り餌料費(円)

斗

 4、考察

 ウナギの詞生投1伺育は当初天然ビリからの餌付でなかたか困難と考えられた

 が日数がたつにつれて餌付も良好となりことに飼育後期には目ざましい榛餌と

 成長を示し、肉眼的には非常な好結果が期待された。しかした1)1ら取揚皆早け

 予掴に反してあまり好成績とは言えたかった。歩留は非常に良く病死急は殆ん
 どみられたかった。不明魚30尾は取揚の際網を点検したところ餌ヵコ'を吊す

 部分の絢が破れておりこ㌧から逃逸したものと半u明した。取揚の際451尾中

 100♂以上に成長した個体(成品)が72尾(ア5価)あつた図これは全体

 .の比;峯て蒸勺15琵とな一〕た。≦=司壱官君羊全体の±曽重=比は{レなく、これは無手千寸のπ等間

 的な差異と考えられるし・後半では目に見えて憎体していた。
 餌料関係では市販のウナギ用飼料を用いたが、その効率は表1からもわかると

 おり予想外であった。これ;ま試験区が/区のみで比較対照できない為なんとも
 言えないが給餌貴に問題力1あったように考える。ことに当初の餌付き不良の時

 期にも1口に何かせんがためかなり1パロスを見込んで与えたことが大きな原因で

 あろう。天然ビljてなく着中(ピリ)であればこのよ弓なことはなかろうと考

 えられる。

 ウナギの絹生鉦飼育の中問1、完績については以上のとおりで.あるが、附帯的に/

 区を設けたのみてあるため、適正尾数、給同率、その他いろいろな問題が今後
 に残されているが最終の取揚.結果に期待したい。



定置観測(9月分)

養殖部

 句別平均水温・比重(満潮時二表面)

何本

上

年水前句赤星平年一
2Z88

 r一

26.3ア

下25.14
一一一十
月平均126.53

 ‡:斗1;l
 r一ゴ⊥1オ王而

 28～24℃と変動し、月の前半は2ポ亡内外σ)高温が続いたが、/6～17
 日に念に降下し、徴半は25℃命後となった。句平均水温は上。中旬では平年
 より0.3℃とや』高目、下句はn.8℃と低目となった。月平均水温は26.5℃

 と前月より約2℃低くなり、前年同期では1.6℃高目であったが平年並であっ
 た。

 上ヒ

 24'一26の班動で比校内麦定している。.月・叩=均値は25て前月よつ0.ア、

 平年値より0.8高目を示し丈=が、前年同期・ヒけ0.2低目を示した、

 9月の水温・比重



漁一場観測速報(8月分)

 'I養殖部

 I句別平均水温

       里1水成I.川福山       寿東1最高最低最高最低最高最低
       二

       上「…124.12o432.6630.9-6
       中一■0531.40ヨD.80

       下28.7028.0097295ア293/

       ∠431.2130.3ア

       十2.23十1.83       ≒士圭「一01・1」1.章7
 ○里村の8月平均水温は25.61～2ア84て1を示し一、前月と比較して約3
 ℃高くなっている。また前年同期に比較すると最高水温てn.3℃・、最低水温

 て1.5℃低くなっている。

 ○水成川の月一平均水温は25.24川28.01℃で、前月と比較一す一ると1.4～

 1.9℃高くなっている。

 ○福山の月平均水温は30.3ア～31.2/℃で、前月'、tりも2'℃前舌高く、

 昨年の同期とはn.2～1.4℃低くカ=っている。

 ○長崎海洋気象台9月上句の西日本海況旬報によると、沿岸、入海等は塩分

 水温ともに平均より高く、また赤潮の発生するおそれがあるので注意して下

 さいとのことてある。

 H漁況

 1、里村
        一一

        旬別1中!下

        魚種{1嚢1漁鰯君竿一有漁日敬一漁獲1最計1        511駕出年算1。ト、、、、一12.857
        6ろ941125.182
        9o96690        一815088L⊥:一上ろ64ア■一18ア351

        ■一

 総漁獲量は18.ア35畑で、これを角、種≡別にみるとカマスが12,857佃

 で全体の68.6.%、次いで瀬魚が5,182佃'て全休の2Z6第、その他キビ

 ナコ'が3案とたっている。なお、今月中句の漁獲状況が不明なために、先月

 からの総漁獲量の変異は明らかでないが、先月水揚げのなかったカマスが今

 月の総漁獲掻の大半を占めている。
 また、昨年同期には上句の鮒蔓状況が不明なため、今月との比較かてきない。

 デーり一



 2、水成川

           一句別上中下漁獲

           有為箏黒有為延出漁獅獲量有為           日数日I数船数日数露出姦■鰯量計
           10212187130921,733.7

           971ア72.1212188.3506.92.06ア3

           瀬魚3198。一.084.0

           下タイ1918.518.5

           イカ151+1一一一一16.4           ヒラマサ
           1一一

           その他10ア61・6司「1           ■亨斗二一亜万rてトート」Llo】、1本■{
 総漁獲量は4,123細で、これを.魚種別に見るとサパが2,067切で全体の

 50第、ハガツオが1.73.4毎て全体の42第でこれらが全体の主なもので、

 その他イカ、瀬.角、、ヒラマサなど㌧なっている。

 前月に比較すると、総漁獲量では約'350佃の滅獲で、.魚種別にはサパが約

 1,100^一9、ハガジオが約450足gの増獲となっているが、イカが680切、

 瀬魚.90切の滅獲となっている。

 また.、昨年同期と比較すると約ろ.200畑の減獲となり、これを魚種別に見

 るとハガツオが約1,300切の増獲、サパ、イカが41250{・ワの滅座となって

 いるのが主なところで・ある。

漁場観測速報(9月分)

養殖部

 I旬別平均水温
       一■''一I'I…'

       里水成川一福山
       高』最低最剛撮低〕量高最俸

       i上中■290028.00279226.ア926.56       28.332Z6628.072フ1392ア16

       「25.3ア24.3126.064…
       月平均ワ6.78ク5.822731270026.80

       前月差1一1.06十0.21一一4.21口3.5ア

       前年差十1.35十1.49i一十0.32十1.61
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 ○里村の9月平均水温は25.82～26.ア8℃を示し・前月よりも最高で約
 1℃低く、最低水温でわずかに高くなっているが、概して前月よりも降下の

 傾向を示している目

 昨年同期と比較すると、昨年の方・が比較的低氷温の傾向を示したため・今年
 は1.3川1.5℃高くなっている。

 ○水成川についてはユ設萬最低水温計の紛失により、最高1最低水温の観測がな
 されず、午前10時に1/10目盛棒状水温計により観測したものを示した。
 従って、前月及ぴ昨年同期との最高最低水温の比較は出・来なかったが、お』

 よそ1℃程度低く、昨年同期よりも約2℃位高くなっているようである。

 ○腐山の平均水温は26.80～2700℃て前月に比して一3-6～一4.2℃
 と大きく変化しており、内・湾的な傾向を示している。また、昨年同期に比校
 すると0.3川1.0℃程度・高くな・っている。

 ○長崎海・洋一気象台10月上旬の斑況旬報によると、8月上句以一束一低目を続け
 ていた黒潮流域は、今旬;こ入ってなお平均よりも1℃程度低目を爪している。

 今後も水温の下降は例年のように次第.に急になり・特に陸棚・大陸沿岸・九
 州近海は変化がはげしくなるので注意が必要であるとのこと。

 I[漁況

 1、里村

 里村の漁況では魚種は瀬魚だけで、これの総漁獲量は16,321州とたっ

 ている。前月に比較すると総漁獲量で2,400切の滅獲、瀬魚だけについて

 は約/1,000畑の増となっているコ

 2、刀k成月,

 漁獲量は5,896拓で魚種別にはサパか約.!.690佃で全体の29第、ハ

 ガツオカ11.41ア～で24系、イセエビが1,111切で18案、以下瀬.魚、

 (註)延出漁船数は魚種別の数字が不明なため総数て示した。 (註)延出漁船数は魚種別の数字が不明なため総数て示tた。
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 小クイだと1なっている。
 なお、前月に比して魚種別にはサパが37・ア畑、ハカ.ツオが317切=少なくな

 っているが、9月より解禁になつたイセェピの1・111切が新'たト加やり・瀬魚
 が約20'0し佃、その他の雑魚一などが1,000此φI近く増となっているので総漁獲量
 では1,750片gの増獲を示している。

 また、・昨年の同期に比べると2,360佃少ない。主な魚種ではサパが2・150
 畑、イセエビが約200佃の減、カツオが250佃の増だどしなっている。

 大口養魚場I業I務概況(8月分)

 大口・義・魚、場

 /、概況

 7月に引続き高水温期であワ飼育管理一面でもそれだけ注意を払っている。
 こノマスて・は、親魚群.養成池の排水不良により従来みられなかったイカリ虫、

 チョウが大繁殖して親焦に寄生し、卵形成期であるため影響を受けることも考

えられるコ

 この対策としては排水'溝の手直しを急、ぐことカ…先I決であろう、

 7ユ飼育は、今年は放義時期の遅れから成長は息.わしくない。

 池田湖にお.ける網主貰飼育試験は順調た経過を示しており、9月上句には測定
 を実施するため.着果が期待される。

 2、飼育概要・

       幾ト売数処死若1供試窯贈身不面,1土・・尾「8月末日       仁一致飼育推定数        一''

       稚マス尾641.430〔尾・618.13■」

       食用及僕補醇1,054.5⊥佃880.ワ
       ・親マス侯補尾2.刈05■■し厘       '2,405「

       親マス尾412↓尾412       FイFI
       店2州.830尾12.860_尾22ノ.9ア0

       一尾1.00U」.[■〔尾/.00U       尾188虜18ポ

       “9幻佃244.1
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 3、給餌の衝要

       魚種名餌料名艀化稚マス食用及候補親マス稚コ.イ親.コイアユ
       稚魚焔2502佃9切佃佃佃
       〃κ35ア0        1

       一一

       〃焔月20.160

       〃%5535.225

       7イードオイ〃22.6751.9二
       ます用粉末3537

       ハマチ用κ51075二

       」

三1一

4

 4,8月の主な動ぎ

 11}=ジマスの河川への試験放流計尾野川8月3日

 県下では従来=ジマスの河川放流は全然実施されていないため、今回高尾

 野町高尾蜻リliの防災クム上流域に稚魚(5～5穿)ア75〔尾を放流した。

 (2〕Iミミド日除去試験

 養魚池の大敵であるアミ…ドロ除去については、従来硫酸銅が有効である

 ことは判っているが、負、毒性を考えると実用化はむず・かしい。そこで、日本

 オ〃ガ商会が発売していた殺藻剤オ〃ガフイルムB・Dについて殺藻試験を

 試み、一応オ〃ガフイルムBが実用化に明るい見遣しが得られたが、なお魚
 毒性などについて更に追究している。

 (3〕池田湖網生兼飼育試験・成績

 A区一3,000尾、〕ヨ区・一2.00・0尾、C区一.1,000尾を3.3mミの網主

 責3区に収容し、現在までの死無数からみた尾数、歩留はA区一80.5一案、

 B区'82.3実、C区89ア系。
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 5、8月の平均兆一興(用水路一)

 月の最高 8月10日 24,5℃

 月の最低 8月28一日 19.9℃

 ※自書己水温計故障一につき9日午前10時と午、盾5時に観測を始めた。



奄美短信

 今年7,8月一杯はテレーピ』に映る台風の追跡に大童だったゴ
 幸い、大.島は一台風が危い処で外れた。珍らしいことである。
 台風18号の宮古島、三百世帯の離.冒ラ、26号の山梨県足和田村板場の100人
 近くの死者一.何と言ってよいか、言葉もない。

 大島は台風接近のみてI雨が慈雨と化し豊作の因となった。

 曽って分場に勤務されていた諸先輩、先任の方々のお手植の何本かのバナナ草

 にパナナカ1+本位突った。有難くおいしくいたピいた。推して他の豊作振りも伺
 われよう{)のである.。この内の2.3本、本場の皆様.方にも御賞味をなど」殊勝な

 心掛けはとんと忘れていた。。たy話だけでまことに申訳ない次第である口

 10月10日体育の日久し振り私は萬北山に登った。標膏330腕、手頃であ
 る。油井無線中継所と、瀬戸内テレビ中継粛と分れる小高い広場に立つだ口まこ
 とに、本土瀬戸内海にも匹敵する大島海峡、の妊観。ぎょうこ〔ヒ項絶好の秋日和、
 大あくまで高く、あおく晴一れていた自はるか一南、徳之島連山がくっきり見える。

 眼下、大島汀峡には島影が黒々と輝いていた。油井小、島、俵小島がポツヵリ浮ん

 でいるのも絵1月ように美しかった。私は暫らく、高面をじつ一と見つめていた。鏡

 のよ弓にさf波.一つなかった。にぶい扱色に光り輝いていた。内地本土ならヨッ
 トも手孝ぶことだ=う『カユ。
 西の方、曽津高崎のはるか樗昂7のびる水平線、まさK者然の気自ら湧く。天下、
 秋気清く、一際爽涼の感である。一港しくも天の酉己剤、地の利を得ず、本土から余

 りに隔絶の地で怠る。この観光資源の価檀は凡そ十年の本月を待たねばなるまい。

 今の処素朴キで・、たいした観光設備こそないが、大.島にも史跡、最勝σ1地もいく

 たある。だが≠唾の人々は土・日曜・連休でも余り利用している風でもない・歩
 /王ともだが集尋一安上1で手軽蝸車・汽重1の便がな!㌧貸切ハイヤーも少な
 く安いとも思淳.賀い。定期パスは安くはあるが定まったコース、なれた土地の人
 には行楽気与にもなれぬ。どこかで下車したら次の便までの待ち時間を持て余す。

 山辺近く推啄の会イキング、キヤ1/プ場もある『一がハフーの用心がいろ。
 さて瀬戸内瞥蝉もよし㌧牟あり・遠方より来る離するには快適n周遊㍗
 るが、その貸。切モーター賃は頭がいたい。「お金も何のその」と思rことにする

 か。釣もよいがこれも入によりスキスーキである。かくして私は徒らに大.島の良い

 面を敬遠するのではない。総理府41年版観光白書にはもはや観光が単なる物見

 遊山でなく生活の緊張緩和、教養、健康のためと強調する。

 これを開発する相当の資力、人材、企業家はいない。何しろ遠く海を越えねばな

 らぬ。17日朝のテ1ノビで、南薩地方開発(硯気I、鉄道')の鮫、島慶彦氏.の偉大さ、

 ネパリ強さを見た。先覚者である。50年の本月を要した'といr.石
 この間私は当地のある許1}連社主Hさんと海岸で出船を・見・送りながら話合っえ。.
 「Hさん何ん。とか鹿児島川古仁屋間を/0時間で走れる船はでき'ないものですか」

 「そうですね、もっと早い船は造れる下しよザ(照田丸最大19-5節、平時16
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 節)が現在の大島航路の場合は、お客、荷役の便宜を考慮に入れて鹿児鳥を夕方
 出港すれば、お客さんはゆっくり準備ができ、見送る人達は丁度会社などが5時
 に退けるので非常に都合が良いのです。翌朝7時頃には名瀬に着く(380圧玩、
 14時間)。これを仮に巧速にすると'、朝出港一にその日の夕刻叉は夜間に着く。
 時間短縮にはなるが、.これでは出迎えの人達は迷惑となる。第一夕方着では荷役
 など超過作業て超勤支出になる。ア1ノヤ、コ1/ヤでうまく㌧・かない。ついで八坂
 丸級建造で3億5千万円。この支払利息年に2.3千万円・利潤・原価償却・年2
 回のドックもある。儲けはない。」Hさんも○○万円の株主たぞ『である二(1株
 500円)初めから無酉日当とい弓。まさか流行の粉飾決算でもあるまいし、これ

 ほどの株主のいrことウソとも思えたい。一寸判.らない。それでは一応内地の電
 車、汽車、鉄道作業など夜間.交替で夜分おそくなり、従って多少の差はあるが国
 営、会社など今頃私一企業も、超勤手当はあること』思う。これらは既に勘定に入れ
 ている。会社ばかりが夜間年業ではない回前述のHさんのお話、一方的としか考
 えられない。赤字赤字て10年も20年も持てよrとは思えないが。
 昭和29年奄美復興事業、ついて一次振興事業、43年4月から第2次にはい
 るrかとしている旦離島振興特別措置法。つまり公共投資、社会資本の開発であ

 る。'更に空港設置事業の追加もあって奄美、永良部第3葎空港の設置、管理干あ
 る。(国、県の大陸半々の費用、管理とか聞く)
 さて39年3月29日から3日間「.奄美の素顔上、中、下」遵・戯記事の一くさり。
 鳥σ・船旅も今では15時間。船に稗感な一1。'}1η人々には約10時間1n時間短縮、時
 代の進歩・を目の郎こ見章つけら鮒とい・コ走が実際はその頃その船の速さなど
 余り関心を払r人はいたかった。次に同君'事の最後が感心しない。「復興・ド振興

 事業ヨ70億円投じている・であれば2倍の700竿円以上の効果があがらなけ
 ればこれたけ㍗巨費捨て金となる。」丸損といr結びである。まるで無医村解消
 に近いことまて書いている。いい加減な言己事と思う。公共投資といえどたr金で

 はない。だが民間と同しく全くの商売ではない筈である。つまりは島民の所得倍
 .増位.にはならなけれぱということ、同時に余りに品の依頼心をいましめたかとも

 解している。.

 海路10時間と短縮したばかI⊃に中川汽船は赤字連続の一因ともrけとれるよ

 うに聞えろ。国庫補助融資、利子補給もあるという半ば独占的な中川海運である。

 (今の大阪商船、日本邸晒、昔の池畑運送店ノニ内児島〃、大鳥海運などあって神
 々 競争だったが…・一・)

 一転して、九州横、縦断自動軍道路・天草手橋の巨大な構想・資本・輸送強化・
 周辺経済の伸展を思弓時本土と離島の格差をまざまざ見せつけられる。

 同1二、テ1ノビを見て怒りを感じる。1,2の代議士の一言であれ程一の国鉄がダイ

 ヤ変更。簡単に急行停平駅.となる。九州縦断自動康道路など途中て横斑に押され
 ている。一方では何億もの脱税をやる輩もいる。さて我が郷土(大.農テばかりで・な

 く)出身のエライ方違モま、1,2の会社相手に「船舶1,2つの馬力、.速力」を
 あげるこξ、船の運航ダイヤをうまく話合うとと(押し.つけるのではない.)すら
 遠慮している。決して悪いことをして良いというのではない。
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 今頃のスピード時代から考えて、船の10時間短縮などそr.驚.くごとではない。

 現在1時間で鹿児島～大島間を飛行機がとんでいる。お一金のある人、一刻も早く

 用務を急ぐ人達は大いに喜こび・大いに活用して.いるバの現状をにらんては、
 「更に大型港湾、護岸、施・設、船舶め建造、貨客量の増大、資本があれば十分対

 抗できる」と某船会社あ幹部は豪語した・事業家舛10年・20年先きを見越し
 て考えるという。20万奄美大衆の足(航路)を見逃すとは思えない。

 加『るに若し航路開拓者精神があれば、我4も叉精神的援助を一階一しむものではな

 い。又他のユライ人達にもお願Iい申しあげたいことは予定の、或いは既定の事業

 を、ご自分が努力したように有利に宣伝なされすともよい。大衆はよ<知ってい

 る。更に.[.占の場合、航路その他のことなど為すべきことはまたいくらでも出てく

 る。ふれたくない、きおりたくないことにはた1討手傍観するなど!は物笑いて
 ある。もう少一し色ぺ「島民は一体真に次・に何を欲しているか」を知っていたビき

 たい。さすれば鋪一麗な選挙をしたり、さ{・一たりお互い相互扶助精神で行く気にも
 なれよう。

 さて10年後、滑走路、たした設備もいらぬ垂直航空機もできよつ。そして、

 10年後船はどうなるのか、その頃我々老雄は騰喜もする。若者に2.っては別に

 何でもなかろう。

 最後にそんな離.口jに一むやみに快速船だと一体何を考え、何をするか。、効果がある

 かなど、若し反論があるかも知れない、愚問である。答えるだけ無駄で。ちる。

 私のは奄美短信でなく、何やら「不満はけ口」旧育美民情となった。深くお詫び.

 申します目

(尾1一騎)

業務概況

 §本場

製造部
 脱I描法に関する試験

 酸性白土塗布法及ぴヘキサン処理法による脱力旨効果を多脂肪サパによる節

 製品について試験し結果敢纈め申。(担.当者藤田薫,是枝登、外)
粕漬製造試験

 貯蔵中の変敗防止を目的にアノについて試験し、併せてメルルーサー粕漬
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 につき業界指導を行なった。(担当者木下耕之進。外)一
 *有明地区指定工場指導(担当者木下耕之進外)・
*水産庁主催利用部会出席長崎(串席者石神次男外)'

調査部

..*

 ハマチ魚体測定

 人工餌料(固型)によるハマチ養成試験は10月1日及び11月1日・の2回
 にわたり定期魚体測定を実施。

 10月は1尾平均8508(最大1.2ア09)であったものが11月1日は平
 均1.10・08(最大1.45-09)に成長。
 なお、ハマチの血.液性状調査、魚肉成分分析も併せて行なった。

(.担当者畠山国雄,九万田一己,上田忠男,弟子丸修,荒牧1孝行)
 .かん水着殖部会合誠出席
 10月6,7日宮崎市において開かれた九州・山口各県本試かん本部会に当

 場から3名出席。(出席者上原弘,九万田一己,上田一忠男)
 大型フ.リη蓄養技術指溜

 一10月11,24,25日の3回にわたり1.u川においてプリ飼付によって漁

 獲された7～8的のブリ書証について蓄養技術指導を行なった。,
 10月2今日現在350尾蓄養。(担当者孝行)
 肝け川澱粉工場廃液調査

 澱粉綴液による生物試験並びに水質調査を10月17日～20日にわたり実

 施、現在資料取翻め中。(担当者」二田忠男,弟子丸修,九万[日一己)

養殖部
 *ノリ採苗指導

 10月11～13日出水市漁協野外人工採苗300枚

10月29日垂水市漁協""386枚

 *本試の人工採茜

 10月2ア日谷山市漁場(野外人工採苗)

 *各地の採苗状況(野外人工採茜・・…試験)

10月29日指宿市岩本漁協7枚

 10月31目垂水市牛根漁協10枚G〕

11月1日川内市漁協6枚

*採苗状況一調査

11月1日出水市漁協分

 ヒビ糸1伽当り50個体以上の濃密過ぎの着・全てあった。アオノリ類は少

 ・なし・。僅≡かに芽イタミカ…みられた、

(担当者新村巌)

 *イセエビフイロソーマ飼育

 6月2ア日に桜.島水族館て艀化したワイロソーマ幼生を室内野外水槽にて飼
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 育試験を続けてきたが10月21日(10回脱皮)を最後に牟部蜷死するに
 至.った。・(担当者山口昭宣)

 *アワビ稚貝飼育

 前月に引続き人工採苗稚貝約400個を桜.島水族館外池:当実験室々内水

 槽でアオサを主餌料に継続飼育中。(担当者I椎原久幸,山ロー'昭宣)
 *くろちよう室内採苗試験

 海潟で試験して採苗された椎貝数約2,400脚を10月6日、12日沖出

 し、そのうち約1,800個は28.日坊津地先へ避寒した。残ったものは鹿児

 .畠湾内で越冬試,験する。(担当者瀬戸口勇)
 ‡わかめ培養・管理・指弾

 10月7～8日東町で培・善中の阿糸について観察した。配偶体が成熟し、

 芽胞体になっている。夏季中密に収容していたものをスタフ1ノン51国に分け

 入れた。

 10月19日谷山市、鹿児島市両主二11脇が培・養中の竈糸につ1.・て検鏡したが、

 芽胞俸に成長しており光線量の調節、換水について指示した。

(担当者瀬戸口勇)

 *フジツボ調査

 」儒山地先10月1日10月15日

大崎典(高児.島市)10月3日10月16日

(担当者前田耕作)

漁業部
 *9月26日～10月4日

 第3次パ・セウカジキ流し網漁業試験。

 ,黒.島周.辺及び竹.島(かもめ)

 申/0月1日～8日

満海況期測10月分(照南丸)

*10月1/日

 かもめ大.良分場へ(35日間の予定)

大島分場

*9月28日

 県土木部田中管理誤長、総務'部管財課福元管理係長、支庁木下土木課長来

 所。

末9月29日

 県財政課二木課長補佐、支庁.総務課福山企画係主事来所。
*10月8日

 大島支庁外園建築課長・外1名来所。
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*10月12日

 県倉内水産商.工部長・、漁政課田部主任広報貝、支庁久保商工水産課長来所。

 金丸元・白治省事務次官、椎原次長来所。

*1.0月13日

 「かもめ」午前5時30分入港。

*10月17日

分場会計検査実施

 検査員:県会計課、今林第二給与支払係長、県用度課若林庶務係主事、大.〔㌧

 支庁会計課中.ロー三事、県会計課吉富決算係主事補など来所され走。

漁業係
 *9月中旬大.ピエj汀峡港{羊観測。

 一トイーオhプごこ=j…二:ξ皇資源迂寿司・壼。

 *10月13日かもめかい航により本島周辺の興群調査並びに小型旋;i1-1=業業
 試験実施中回I一

製造係

*
*

 前月に継続してウニ加工.試検。

 キリンサイ加工一試験。

 加工湘材整備。一

養殖係
 串マベ室内採苗試業

 9月20日第3回受精・・…39年採苗貝を母貝回

 11⊃月19日現.在附渚・期に入る。÷'}水温が例年になく低温のため.1KWヒー

 ター使用。今回の幼生においても若干異状な形態を示すものがみられる。

 前回2回の授精分の稚貝は肛接沖出しのものと、タンク飼育一とに分けて検討中。


